





本研究グループではこれまで，山西省中部に位置する P 県 D 村において継続的に聞き取
り調査を行ってきた［ 1 ］。本年度も当初は P 県 D 村にて調査を予定していたが，村側の都合
により，本年度の調査はできなくなった。そこで本年は省内他地域で広域調査を行い，その





た［ 3 ］。また G 村と F 村の距離は近く，本報告からも分かる通り，G 村内には F 村の学校に
通った経験を持つ人物が多数いる。G 村は現在でも農地が少なく，1 人当たりの農地はわず
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前述の通り G 村の概況についてはこれまでにも数度にわたり聞き取りをしてきたが，今







える上でも，興味深いものと思われ，更なる調査が待たれる［ 4 ］。（2）LZZ 氏へは過去にも
本研究メンバーが聞き取り調査への協力を依頼しており，3 回目にあたる今回の聞き取りで







野正，佐藤淳平，前野清太朗の 8 名，山西大学側が毛来霊，常利兵，孫登洲，張泓明の 4 名
である。なおプライバシー保護のため，本稿では人名・地名はアルファベット表記としてあ
る。地名は例えば北京市なら B 市，人名は例えば毛沢東なら MZD と表記する。
2．聞き取り内容
（1）LNJ





・父親の名前は LLS，79 歳の時に死んだ。母の名は WGL，T 村出身。早くに死んだ。兄






・エゴは高級小学校卒業。3 年通った。G 村の小学校に数ヵ月通った後，隣村である F 村
の子弟学校に。その後 Z 村の高級小学校に通った。G 村の学校では日本語を習った。
・G 村の学校には 7～8 歳の頃に入った。F 村には日本の炭鉱があったため，子弟学校に
は日本人の生徒が 2 人いた。彼らは兄弟。彼らは年齢が自分とは違うため一緒に遊びは
しなかった。
・学校の卒業後，太原の農業幹部訓練班で掃盲教師をやった。太原で 3 年間。52 年にや
めて村に戻った。
・解放時点で土地は 4～5 ムー持っていて，農具はなかった。小さなロバは 1 匹持ってい




・1953 年に結婚をした。妻の名前は LYX。Q 村の人。Q 村の人が紹介してくれた。Q 村
は本村から 7～8 里離れている。当時，新婚姻法はなかった。
・Q 村は G 村より小さい。G 村にその村の人は少ない。
・妻は 68 歳で死んだ。11 年ほど前である。
・子どもは 2 人の娘，1 人の息子。娘はもともと 4 人いたが 2 人は早くに死んだ。息子が
1 人目で，その下に妹が 2 人。
・息子は村にいる。49 歳巳年。前はタクシー運転手をしていたが，今は何もせず休息し
ている。






・県から工作隊が来て行った。工作隊は 2 人。HZY と JGY という名前。彼らは良い人た
ちだった。彼らは土地改革が始まる 1948 年に村に来て，土地改革が終わる 1949 年に村
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・当時合作社は村に 1 社しかなかった。金星合作社といった。400 人余りの社員がいた。
村人は皆参加した。参加しない訳にはいなかった。
・初級社の社長は ZYF。当時 40 歳余り。革命活動に参加したことはなかった。選挙で選
ばれた。








・初級社は 4 年間やった。その後高級社は 3 年やり，人民公社になった。
・村に地主はいなかった。富農は 2 戸いた。LYZ，WLS の 2 人。LYZ には子供は 2 人い
て，WLS にはいなかった
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（2）LZZ









た。小学校を卒業したのち師範学校に行き，教師となって L 第一小学校につとめ，P 県
の小学校に転任し，異動で再び L 第一小学校に戻ってきた。35 年ばかり勤務して何回
か転勤した。退職したのは 1992 年，60 歳のときである。
教師としての経歴について
・教師の給与は甲乙丙の三等級あったが，初めて教師になったときは乙等だった。1 ヶ月
の月給が旧幣で 23,000 元だったが新幣では 23 元になった。初めに L 第一小学校にいた
時の月給が 17 元，P 県の小学校での月給は 23 元，L 県に再び異動してきて月給 40 元
になった。
・P 県にいた時の小学校は P 県城から 3 km ほど離れていた。小学校の中に 1 人で住んで
いた。野菜を小学校の中の砂地に植えて自分で料理をして食べていた。穀物は 1 ヶ月で
50 斤 1 袋を買ったが食べきれなかった。小学校はマッチ工場の傍らにあり，工場の子
弟が通っていた。P 県城にはあまり行かなかったが，バレーボールをやるとき P 高中に
行った。1958 年に異動で G 村に戻った。
本人の家族について
・父親の名前は LMM。教師をしていた。以前に河南で小売商をしていたが，祖父の目の






・息子が 4 人，娘が 1 人いる。娘が 59 歳，L 県城におり県政府で働いていたが 55 歳で退
職した。長男が 55 歳，N 鎮で副鎮長をしており，もう退職した。次男は交通事故で 10
年ほど前に亡くなった。兵士になったあと除隊して臨汾で商売をしていた。三男は 46
歳，村の上の方に住んでいる。結婚して子供が二人いるが打工をしていて職は固定して




















豆類である。1 年に小麦を 1 期，豆類を 1 期の 2 期作った。収穫したあとは自分の家で
消費した。生産したものを売買するときは 20 km 離れた L 県城に行った。牛も 1 頭飼
っていた。
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・LP は私より 6～7 歳年上である。解放前は八路軍におり，解放後に村に戻ってきて閭長
と村長とをやった。村長をやっていたのは 3～4 年だ。LP がいつ党員になったかは覚え






















・「神位」は 1 つの家庭に 1 つではない。比較的近い親戚（親的）が 1 つもっている。も
し関係が遠ければ違うものを持つ。
（3）G 村幹部（党支部書記，村長，村会計）







・3 年 1 回の村民委員会の選挙まであと 2 ヶ月である。選挙が終わった後に各種の開発が
始まる予定。村では村の党支部書記が県の人大代表をやっていた。鎮の人大代表が 2 人
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おり，いずれも元村幹部である。
・この村の大学生村官は SLH，28 歳女性。村に来て 3～4 年になる。村の党支部のメンバ
ーであり，村の会議にはほとんど参加している。職務は村の清掃衛生などを担当してい
る。一般の村民も彼女のことは知っている。
・今年の村の支出は 1 万 5,000 元ほど。村では正月に食用油 2.5 kg・米 5 kg・小麦 50 kg，














































［ 1 ］　昨年度の筆者による聞き取り記録は「華北農村調査の記録―2013 年 8 月，山西省 P 県 D 村の
聞き取り記録―」『東洋文化研究』第 16 号，2014 年，87～109 頁を参照。
［ 2 ］　今年度の調査全体の概要及び P 県 D 村で調査ができなくなった経緯については弁納才一「華
北農村訪問調査報告（9）―2014 年 8 月，山西省の農村」『金沢大学経済論集』第 35 巻第 1 号，
2014 年 12 月刊行予定を参照。
［ 3 ］　詳細は弁納才一「華北農村訪問調査報告（6）―2011 年 8 月，山西省の農村―」『金沢大学経
済論集』第 32 巻第 2 号，2012 年，173～194 頁参照。この他，同村における聞き取りとして弁納
才一「華北農村訪問調査報告（8）―2013 年 8 月，山西省の農村―」『金沢大学経済論集』第 34
巻第 1 号，2013 年，217～239 頁がある。以下，本稿で触れる G 村の概況は基本的に弁納 2012
に拠る。
［ 4 ］　農村内における階級の在り方については河野正「華北農村における階級政策と村落社会―1950
～1960 年代河北省を中心に―」『現代中国』第 87 号，2013 年 85～96 頁参照。
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［ 5 ］　LZZ 氏への過去の聞き取りについては前掲弁納 2012，弁納 2013 参照。
（こうの　ただし　　日本学術振興会特別研究員） 
（まえの　せいたろう　　東京大学大学院農学生命科学研究科農学国際専攻博士課程） 
（さとう　じゅんぺい　　東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻博士課程）
